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研究成果の概要 

本研究では、フェムト秒ポンプ・プローブ分光と単一分子光子統計の概念を組み合わせることで基底

状態と反応遷移状態の超高速かつ極少の光子数揺らぎを原理的に生ませ、この光原理を利用し光励起

を伴わない超高速化学反応計測装置を開発する。創発研究フェーズ 1においては、単一分子、微粒子分

光計測装置をまず構築し、単一分子、微粒子の溶液中の発光および散乱挙動を計測する計画で研究を遂

行している。 2024 年度では既存のフェムト秒顕微過渡吸収計測装置に単一分子計測に高感度 sCMOS

カメラを導入し、励起光に対して平行な成分と垂直な成分の二つの偏光で同時にフェムト秒時間分解

計測し、試料の異方性解消計測を顕微鏡下の微小領域で計測できる装置を開発し、それぞれ既報の時定

数と同じ減衰時定数で計測できることを確認することで、装置の精度を評価した。この装置を創発研究

における光子数ゆらぎ計測の同時計数手法に用いるように現在更に精度を上げるための創意工夫を行

っている。また創発研究領域内においてこれら高感度化した過渡吸収分光計測装置、および顕微ラマン

計測装置を用いて、いくつかの試料の励起状態ダイナミクス計測の共同研究を行った。結果の一部は、

国内会議、国際会議で報告し、応用物理系の雑誌に報文した。またフェムト秒顕微過渡吸収測定装置を

用いて、有機結晶および半導体結晶の励起状態ダイナミクスの観測を行い、2024 年度に化学系雑誌 4

報、応物理系雑誌に 1報の報文を行った。 
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